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レビ　1:1-9
　全焼のいけにえとは、4節にあるように、その人の代わりとして神に捧げられるものだ。献身という言葉が思い浮かぶが、それだけでなく、喜びでも感謝でも何でも、ともかく、自分の全てを注ぎ込むようにして神に伝えようとする、そんな心が込められている。だから、全てを焼き尽くす。100%神に、という表明である。全身全霊とか、心の底からとか、同じことを表す言葉はいろいろあるが、全焼のいけにえという表明方法は、本人にとってもはっきり自覚できるものだ。聖書の中でも、このやり方がしばしば用いられているのは、なるほどと思う。
 
 
レビ　1:10-17
　全焼のいけにえは、牛で捧げるのが基本となっている。だが、牛は高価なものだ。だから、羊か山羊でもいいと告げられ、さらには鳩でもいい、と言われている。その人の経済状態によって神への行動が制限されるようなことがあってはならないからだ。適当で良いのとは違う。事細かな所作の規定は、心のいっぱいを込めたものであることを求めるものだ。難しくはない、所持金にも左右されない。でも、その心と神への真剣さは必要とされている。
 
 
レビ　2:1-10
　穀物のささげ物は、神が与えてくださっている祝福への感謝を表すものだ。祝福と言ってもその内容は様々だけれど、作物の収穫が最もわかりやすいのは時代や地域を問わないだろう。誤解のないように。それらの捧げ物によって神を養うわけではない。物質的に言えば、神には必要がない。でも、人々の心、神から与えられた恵みだと自覚して、それを感謝し、喜んで受け取るその心は、神が切に求めておられるものだ。この捧げ物は、神との親しい結びつきを反映するものとも言える。神妙な面持ちで命令に従うのではなくて、そこには笑顔が見られたことだろう。
 
 
レビ　2:3,10
　穀物のささげ物は、一部を祭壇で焼くだけで、残りは祭司に与えられる。祭司たちは、他の諸部族と違い、いわゆる相続地はない。彼らは神に仕え、人々に仕える者としての役割を持ち、だから、神ご自身が彼らの生活を支えるということになっていた。それで穀物のささげ物は祭司たちに与えられている。ちゃんと相続地を与えられて、この手で開墾し、繁栄を築いていくほうが、常識的な人間の感覚からすれば、はるかに幸いな暮らし方だったろうが、祭司たちは別の生き方をせよと求められていたのである。
 
 
レビ　2:11-16
　パン種を入れるなとか、塩味をつけろとか、事細かな話が出ている。それらが本質的に害悪だったり、あるいは何かの霊的な効果を発揮するのならばまだしも、むろんそういうことではないので、何だか言いようにあしらわれていると感ずる人があっても不思議とは思わない。だがこれらは、その人が神に聞き従うかどうか、神の心を真剣に思っているのかどうかの、かなり意義深い指標となる。もし、誰かと親しく仲良くなりたいのであれば、その相手の意向、好みをちゃんと意識する必要がある。さもないと、ただ自分勝手を押し付けているだけ、になってしまいかねない。パン種が悪なわけではない。でも、こうやって指し示されている神の心を大事にするのか、放り投げるのか、人々はその行動によって自らの真剣さを表明することになっていたのだ。今の私たちにも当てはまる場面は多いはずだ。もちろん、パン種禁止、ではない。
 
 
レビ　3:1-5
　和解のいけにえという言葉からも明らかなように、人は神との間に対立を抱えている。原因はもちろん、人間が神を拒み、ないがしろにし、捨てたからだ。神を中立な審判者と考えることは多いけれど、それはずいぶんと身勝手な、人間たちに都合の良い話だ。今までのことはなかったことにしましょうと勝手に設定しているようなもの。でも神は、人との和解（神の側には責任は何もないのだけれど）を願い、関係の回復を願ってくださっている。だから、和解のいけにえ、つまり、神のもとに戻ってくることを教え導こうとしておられるのだ。
 
 
レビ　3:6-17
　内臓や脂肪は栄養価が高いらしい。野獣などでは、余裕がある時にはそこだけ食べるのもあると聞く。その脂肪は神に捧げよ、と言われている。その人が神をどれだけ大事に思っているのかにつながる話だ。とは言え、もともと捧げ物なのだ。全部神に、ということで良さそうなのに、神は一部分だけで良いとおっしゃって、他の部分は人々に与えられている。そういう神の心を知るならば、脂肪だけは神に、と定められていることに、大いに賛同するのではないか。それとも、これすらも惜しむのだろうか。他にいっぱい与えられているというのに。人の強欲は全てを抱え込もうとし、そして全てを失う。
 
 
レビ　4:1-12
　罪のためのいけにえである。罪を犯したら、赦しをえるためには代償が必要とされている。広い心で受け止めるとか、気にしないでいい、ということではなくて、動物が代償とされる。血を振りかけるという行為は、命という代償に注目していることを意味する。聖書を読むと神の愛が語られているので、寛容な心で赦してくださっているという印象が強くなるが、そうではない。罪に関する神の判断は、赦しには代償が必要だ、ということ。その代償を神ご自身が支払ってくださるという点が愛なのであって、代償なんてなくてもいいよ、という話ではない。
 
 
レビ　4:13-21
　イスラエル民族全体の罪、ということが語られている。この意識は重要だ。自分自身の罪を自覚して深く悔いる人はいる。だが、民全体として、国民でも社会でもいいけれど、そういう意識の中での罪責感ということは、あまり語られないし、意識されない。だが、一個人が罪を犯すように、民全体として罪を犯す場合もある。そして、個人において「ごめんなさい」と悔いて謝ることが必要なら（世間的にも子どもたちにそう教えているはずだ）、社会として、集団としても罪を悔い、赦しを求めるべきであろう。イスラエルに限らず、いつの時代、いつの民族にも言えることだ。
 
 
レビ　4:22-26
　民の指導者が罪を犯した場合について規定されている。本来的に罪に関しては指導者も一般人もないはずだが、あえて語られているところに人間の現実を思う。そう、手にしている権力によって罪をごまかし、何事もなかったような顔をするのだ。ダビデのことを思う。もし、彼らが自らの力で世界を支配したのであれば、好きなようにすることにもなりえよう。だが、聖書は一貫して、この世の権威はあくまでも神のもとにあるのだと告げている。だからこそ預言者はイスラエルの、あるいは他国の王をすら宣言する。神の前にこそあるのだと、指導者たちは知らねばならない。さもないと悪事の責任は容易に忘れ去られてしまう。
 
 
レビ　4:27-31
　今度は一般人の罪に関して語られている。指導者への宣告に続いている所に注目したい。権力の横暴に対して怒る庶民は、時に自らの罪については語らず、そのつらい立場を指摘して、仕方がなかったのだと言う。あるいは、指導者たちの罪のほうが重要だと話をすり替える。だが神は明確に、庶民もまた、罪を犯すならば償いが必要だと宣告されている。身分、立場、力の差を口実にすることが多い人間社会だが、神の前にはそれは通らない。
 
 
レビ　4:32-35
　罪のためのいけにえは、やぎを捧げることになっている。指導者も庶民も同じだ。だが、子羊でも良いと規定されている。どちらが高価だったのか、あいにくわからない。律法でこういうふうに別の捧げ物が語られる場合は、より安く手に入るもの、が後から出てくることが多い。いずれにしても、捧げ物の種類が問題ではないようだ。そこにある心、神の前に悔いる心が、それが真剣かどうかが問われている。形はその真剣さを表す手段であり、だからこそのこだわりだ。しばしば、こだわる部分を取り違えることが多いように思うが。
 
 
レビ　5:1-6
　ここを見ると、罪のためのいけにえには、罪の贖いが必要という意味と共に、自らの罪を告白するという意味があるのが分かる。それはそうだ。罪のためのいけにえをしに来たら、何か罪を犯したのだということは明白。でも、これをしなければ神の赦しが得られない。罪は隠しておきたいのが人の常だろうが、それは認められないのだ。でもここには、そうやって罪のためのいけにえをしに来た人々に対して、周囲があざけったりはしない、という社会が前提とされていることを思う。この方が現代社会よりもはるかに成熟している。
 
 
レビ　5:7-13
　経済的状況のゆえに罪のための捧げ物ができないということがないように、配慮がなされているのが分かる。感謝とかなら、収入がなければ捧げられなくても仕方がないと諦めもつく。だが、罪は経済力にかかわらず犯すだろうし、放置しておくわけにはいかない。このささげものは必須。だから、財力によって差が生じたりしないように、しっかりと定められている。それだけこのささげもの、つまり罪に贖いは重要だということでもある。キリストの贖いによって、人はなおいっそう、誰でもこの赦しを手に入れられるようになった。その人の力量は関係がない。
 
 
レビ　5:14-19
　聖なるものとは、それ自体が特別な価値や性質を持っているのではなくて、「神のもの」と指定されているもののことを言う。これは神のもの、と宣言されれば、それは聖なるもの、だ。この規定は、神への真剣さや尊重、決していい加減にしてはいけないのだということを思い出させられるものと言える。神への親しみは良いことで、神とのざっくばらんな交流も良い。だが、神を尊び、崇める心、姿勢は必要なのだ。
 
 
レビ　6:1-7
　他の人に被害を及ぼした場合には償いをせよと命じられている。赦しというのは、弁償したから良いというものではなくてあくまでも心の問題、気持ちの問題だけれど、害をもたらした側としては謝罪すればいいのではなくて、それに見合う償いをして、少しでも相手の被害を軽減すべく取り組まなければならないというのが、神の告げておられるあり方だ。このあたり、しばしば誤解されていて、赦す側に犠牲を強いることが起こってしまっている。もちろん、赦しとは犠牲なくしては不可能だけれど、それは本人が選び取るべきもの。償いを真剣に考えるべきなのだ。
 
 
レビ　6:8-13
　祭壇の火は燃え続けさせる。いつでもその火が必要なほどに、人の罪の重さと神への感謝の深さは尽きることがないため。と同時に、人々のために仕える側である祭司たちは、順番性であったにしても、いつでも対応できるようにしておく必要があった。都合が悪いから後回しに、というようなものではない。この祭司たちのようには四六時中とは言えなくても、助けを必要としている人たちのために常に祈り、おりにふれて祈り、神の助けを求めて祈り続けることは、神の前に立つ者としては大切な話だ。
 
 
レビ　6:14-23
　穀物の捧げ物について、その一部（大半と言うべきか）は祭司たちがもらえることになっていた。彼らは神の所属として扱われていたので、祭司が受け取ることはすべて火で焼くのと同様に、「神に」という意味を持っていた。ただし、祭司自身が捧げる場合には、全部焼く。祭司もまた、一人の信仰者として神の前に立つのだから、他の人と同様に捧げ物をし、礼拝をするのだ。よく考えれば、とても当たり前の話なのだけれど、しばしば混乱が生じて、祭司が受け取ることに異論が出たり、反対に祭司が自らは別だと主張したり。神はそんなに不可思議なことは命じていない。人間の罪が事態を悪化させているのだ。
 
 
レビ　6:24-30
　聖なるとは、それ自体の性質が問われているのではなく、神のもの、ということだ。そして神のもの、という認識をきちんとしていくことが重視されているのがわかる。神との親しみは良いが、神の権威と主権、まさに聖なることについては、よくよく尊重しなければ、結局は神との関係を崩してしまう。
　なお、土の器と金属製との違いは、洗えるかどうかの差だ。現代のような陶器であれば洗うことも可能だが、昔の土器は染みこんでしまうために、しっかりと洗いきることは難しかったのだろう。材料の性質の違いであって、どちらかを優遇するという話ではない。間違えないように。
 
 
レビ　7:1-10
　それぞれのささげ物について、さほど大きな違いはないように思われるのに、事細かに定められていることから、神との関わりにおける真剣さを思う。荒野を旅し、新たな地を開拓していく民にとって、生活の形が大ざっぱになりやすいのは仕方がない。でも、そういう姿勢は多くの場合、信仰のあり方にも影響を及ぼしやすく、だとすれば、ここはきっちり定めておくほうが有益だ。反対に、きちっとしている社会生活の中では、神はむしろ内実に注目せよと語られるだろう。イエスが安息日について語られた事柄が、そういう方向性にあったことを思う。
 
 
レビ　7:11-21
　ささげられた肉の中で、祭司たちが食べることを認められたものがあった。それについて、当日のうちに食べるべきもの、翌日までは良いというものが定められ、そして、三日目はだめだと言われている。これを何か呪術的な効果の話にしてしまうと、意味合いがずれてしまうだろう。食品衛生的な意味合いにしても、今ひとつ符合しない。とすれば、ささげ物の趣旨に合わせて、翌日までその意義をかみしめるくらいの方がよい、という場合のものと受け止めた方が良さそうに思う。もっとも、聖書はその理由を明記してはいないので、推測の域は出ないのだが。聖書が許す範囲の中でいろいろ考えてみる、というケースの一つとしてもいいだろう。
 
 
レビ　7:22-27
　脂肪を食べるなというのは、それが神にささげられる部分だからだ。霜降りのように、美味ではあるかもしれないが、人間の栄養の問題としては、他の部位でも十分。神のものと限定することが、日々の暮らしの中で神を思うことを教える意義は大きい。血については、これはいのちの象徴として見なされていたので、いのちは神のものという大前提から、それを人が奪ってはならないという話だ。だから、輸血を禁ずる話になるはずがない。神から与えられたいのちを互いに支え合い、助け合うことは、まさに神の御心にかなう行為なのだから。
 
 
レビ　7:28-38
　この箇所からは、ささげ物をする本人が、自ら持ってこいという話と、祭司の介在が語られている点に注目したい。他人任せではなく、自分自身が、である。ささげ物は神の不足を補うためではなく、自らの礼拝の心を届けるものだ。とすれば、たとえば使用人にやらせるとか、金を払って代理をさせる、というもので良いはずがない。むろん、病気などで身動きできなければ、それこそ御心に沿って、代わりにささげ物をすることはありえるわけだが。そして、神と本人、だけではなくて祭司が介在する。単なる一対一ではないということを、聖書は常に語る。祭司とは切り離された新約においてすら。礼拝は本人のものであり、また、他の人々と共に、である。
 
 
レビ　8:1-13
　いよいよアロンたちが祭司として任職される。神に呼び出されて、最初の時からモーセと共に歩んできたアロン。様々な苦労を共にしてきたアロンが、民の祭儀における頂点に立とうとしている。もっとも、彼は金の子牛事件で大失態を演じた人でもあり、彼自身の資質は必ずしも完全ではない。しかし、事の要は神ご自身が導いておられるという一点だ。彼らは油を注がれて聖別されているが、神のものであるからこそ、この大きな役割を果たしていけるのだと、だれよりもアロン自身が深く思い知っていたに違いない。幸いなる任職式である。
 
 
レビ　8:14-30
　任職式は続く。今度は動物がほふられて、その血が祭壇に注がれている。贖いという言葉が出てくるように、本来罪深い者である人間が、しかし神に近づき、神のものとされるために、贖いがなされていく。そのように人の罪責は重いのだが、でも案ずるには及ばない。贖いがなされ得るのだから。重さを覚えつつ、かつ、希望と確信を抱くのがふさわしい。様々な捧げ物もなされて、アロンは神の前に立つ使命を果たす者として進んでいく。彼自身に、そして見守る民に、神の前に立つことの重みと素晴らしさを悟らせていたことだろう。
 
 
レビ　8:31-36
　祭司と言っても、一年中、幕屋に留まっていたわけではない。この時期は祭司の人数が少なかったけれど、後には数も増え、新約の時代などはごくたまにしか儀式の役は回ってこなかった。でも、時間の問題ではなく、祭司はやはり幕屋に身を置く存在であることが指し示される。アロンは祭儀でもたらされたパンや肉を食べ、また、７日間を幕屋に留まり続け、つまりはそこで寝起きさせられた。祭司とて個人の暮らしはある。でも祭司の使命がどこにあるかを、神ははっきりと指し示している。後に政治面に勢力を発揮する祭司も出てくるが、それが禁じられているわけではないけれど、基軸がどこにあるのかを忘れてしまったら、事態は混乱に走ることになる。
 
 
レビ　9:1-24
　指示されてきたことが実行に移されている。読む側としては、内容的には繰り返しになるので、少々退屈に感じるかもしれないが、実行した、という点が大事だ。話は聞いて納得したけれど、それで終わりということが多いのだから。残念ながらイスラエル、後々、きちんと実行し続けたとは言いがたい。それでも始まりの時、まだまだ緊張感があったか。初心忘れるべからず、は神の前にも必要なことだ。
 
 
レビ　10:1-7
　ナダブたちの死を説明しようとして、異なった火というのを偶像礼拝的に見る必要はない。彼らはそんな悪行をするつもりはなかったはずだ。ただ、おそらくやり方が違った。それを、些細なこと、と言うのはふさわしくない。彼らは神に仕え始めたばかりの祭司、儀式も始まったばかり。そこで神の指示とは違うやり方をするのはつまり、神の言葉への無関心、軽視を意味する。失敗して間違えたのとは違う。祭司自らが神を安易に扱うなら、民は間違いなく神から遠ざかってしまう。
 
 
レビ　10:6-7
　アロンは息子の死を嘆くことを禁じられた。彼は事の意味を理解しただろう。息子がどのような間違いを犯したのかも。だが、大祭司として民の先頭に立つ彼が嘆くならば、民は神のなさったことを非難がましく見るようになるだろう。彼は覚悟を決めて、歯を食いしばったのだと思われる。こんな思いをするならば、大祭司になどならなければよかった、と思ったかもしれないが。時に人は、自らが担う責任のゆえに、つらいことを引き受けねばならないことはある。社会においても、また信仰の領域においても。
 
 
レビ　10:8-11
　ここで酒の話が出ているのは、かなり現実的な話と思われる。ナダブたちは神の言葉に対して不誠実であったために罰せられた。しかし、悪意はなくても同じように神の言葉をいい加減に扱ってしまう場合がある。その一つが酔っている時だ。アルコールの影響力は人間の理性を奪い去ってしまう。眠気は誰でも避けられないものだろうが、アルコールの影響は排除可能だ。それで、我が身を危険にさらすな、という趣旨で、祭司の務めをする時は素面でいろと命じられている。アルコール飲料そのものの善悪ではなくて、自分自身の問題なのだ。
 
 
レビ　10:12-20
　アロンたちが神の指示通りにしなかった事例が挙げられている。だが、結論は違っていた。アロンは自分たちが精一杯、神のために良いことをしようとしたこと、また、全焼のいけにえという、神から命じられた儀式の一つと混同した結果であることを説明している。つまり、彼らとしては神に従おうとして取り組んだのだけれど、残念ながら、彼らの理解不足によって事がずれてしまったのだ。これは仕方がない。人は完全ではなく、理解や知識の足りないことは多々ある。もしこれが、誰かに被害をもたらしていたら何らかの処罰があっただろうが、幸い、それはなかった。それで、このまま認められた。ナダブたちの問題点がどこにあったのかを分からせてくれる出来事でもある。
 
 
レビ　11:1-23
　神学校時代、食物規定を題材にレポートを書いた仲間がいたが、あいにく中身は読んでいない。個々の分類について、なぜそれが汚れているとされるのか、今日の私たちには明確な理由付けは容易ではない。食品衛生上の話にしてしまうのも限界がある。むしろもっと単純に考えたほうがいい。神は人々に、この世には区別すべきものがあることを意識させ、神のもとに生きることの区別を意識させるため、日頃の生活で関わることの多い食物を活用して、この区別を体感させようとしたのだと。パン種の規定もそうだが、それ自体が毒や罪なのではなくて、神を知るための手段の一つだ。それは制限でもあろうし、不自由もあろうが、でも、そういう犠牲を払っても意義があるほど、神の神聖さをちゃんと認識していくことは重要なのだ。
 
 
レビ　11:24-47
　この汚れについての定め、興味深いのは、その影響が水で洗うことで解決され得るとなっている点だ。時間的な制限もあって、夕方まで、となっている。本来的な罪の問題は、洗っても解決されはしない。また、たかだか数時間で消えたりはしない。一口に汚れと言うけれど、本質的で深刻な問題と、いわば形式的で、何かを教え諭すための取り扱いとがある。神の教えに対する真剣な応答という意味ではどちらも重要だけれど、真に問題視すべきものを混同しない方が良い。軽微な点をあげつらい、一方で重要な事柄を安易に扱うようになるのが、人の常なる愚かさだから。
 
 
レビ　12:1-8
　これも汚れという言葉に過剰反応しない方がいい。罪に関しては、必要悪みたいな概念は聖書では決して認められていない。だが、出産は神による祝福であり、喜びであって、それを何か忌まわしきもののように扱うとしたら、神の意図を完全に取り違えている。日本語では「汚れ」と訳すしかないのだろうが、分離の必要性ということを、悪い場合も、そうではない場合も、どちらにも使っている可能性もありそうだ。神の神聖とか聖別は、それ自体の価値を指摘する以前に、「神のもの」という所有権に類することを語るものであるのも、参考になる。ともかく、この箇所は決して出産を卑下しているものではない。
 
 
レビ　13:1-8
　ツァラアトという訳語は不評だ。確かにこの言葉を読んでも、耳にしても、さっぱり分からない。でもそれは、聖書が語るこの現象には、まさにふさわしいのかもしれない。かつて、この現象は一つの病気と同一視されてきた。ツァラアトが汚れていると聖書に書かれていることとも重なり、信仰的意味合いでも忌避されるというふうに見なされてきた現実がある。もっとも、昨日も書いたように「汚れ」とは必ずしも否定的意味合いだけではないのだけれど。それはともかく、こういう受け止め方は、ツァラアトを分かりやすく単純化して理解しようとした弊害でもある。この現象を一言で説明することはできない。とすれば、意味不明なツァラアトという訳語は、それもまたふさわしいように思う。
 
 
レビ　13:9-27
　古代イスラエルで、ツァラアトがある種の皮膚病を意識して語られていたものであることは事実だろう。その病状や、治療法が見いだせていなかったこともあって、人々が恐れたのも不思議ではない。けれど、これらの規定が指し示すものをよく見てみると、いわゆるハンセン病に限定されるものではなく、もっと幅広く多彩な皮膚病的なものを総括しているのがわかる。もしかすると新約時代にはすでにこのツァラアト、ハンセン病に限定して見られていたのかもしれないが、それは人間の愚かさのゆえである。そしてキリストご自身は、何の忌避もなくその人々と関わっていたことを思い出す。私たちが勝手に考えている、「汚れている」「神から遠い存在」などといった感覚は、キリストの言動からは全く見えてこない。つらい病気で社会的にも苦しい所に置かれている人々、への対応というだけだ。
 
 
レビ　13:28-46
　汚れているとか、他の人との接触が禁じられるというのは、何もツァラアトに限定されるものではない。この人々がいわば隔離されたことによって、律法が彼らに対して低い扱いを要求したと見るのは考えすぎだ。まして、神との関係で否定されていたのではない。治療法も原因も見いだせずにいた時代ゆえ、とりあえずの分離を余儀なくされたのでもある。人はすぐに誰かをおとしめて、そうすることで自分の優位を保とうとする。こちらの方がまさに罪深い。
 
 
レビ　13:47-59
　この箇所を見ると、ツァラアトが特定の皮膚病を指摘していたわけではないのがわかる。衣服の類にも発生するのだと言われている。14章後半では建物にも発生するのだと。これはもうすでに病気ではない。何らかのカビを思い浮かべた方がはるかに合致する。むしろハンセン病よりもはるかに伝染性の高い部類のものがあって、それを警戒すべきであったために、分離が強く語られたのかもしれない。現代は事細かな分類・診断が可能かもしれないが、包括的な取り扱いしかできなかった時代には、それにふさわしい対処が告げられるのは当然である。
 
 
レビ　14:1-20
　ツァラアトは回復する。多くの場合、これは絶望と同じ言葉のようにして受け止められているが、律法は回復することを前提としている。それも、こうやってわざわざ儀式が定められているということは、ごくごく例外的に、万に一つとか、そういう話ではないだろう。その上での「汚れている」とか「きよい」とかの扱いなのだ。根本的に大間違いをしている、と言わねばならないだろう。事細かな儀式は、回復した者が完全な意味で大丈夫ということを、明示するためにも有効だ。
 
 
レビ　14:21-32
　経済的に余裕のない人のために、費用的に軽減された対応が定められている。この類のこと、経済的なことのために支障が生じてはならないからだ。献金とかでも同じだ（儀式ではないけれど）。豊かに与えられているなら、大いになせば良い。でも、そうでないとしても、そのことのために神の恵みが割り引かれたりすることは、決してあり得ない。聖書のこの姿勢は、よくよく覚えている必要がある。
 
 
レビ　14:33-57
　家にもツァラアトが発生する。まさか、家が病気になるはずもなく、皮膚病にもならない。何らかのカビ、または鉱物的な化学変化の類か。おそらく、人体に影響のあるものだったのだろう。それで除去する。そのことをツァラアトの範疇で扱っている。病気ではないし、家そのものが罪を犯したために、その罰でツァラアトになるわけでもない。律法が語っているツァラアトは、特定の病気ではなく、もっと広く身近に存在する現象を取りまとめて語っているのかもしれない。一部の人々を遠ざけるためではなく、少なからぬ人々が経験する部類の事柄か。とすれば、この強い扱いは誰かを忌避するためではなく、自分たち自身が経験し、学んでいくための機会となる。少なくとも、誰かを見下すためのものではけっしてない。新約時代のユダヤ人がツァラアトに対して示していた態度に、キリストが強く反対されたのもなるほど、である。
 
 
レビ　15:1-33
　ここで取り上げられているのは、大きく言って生殖機能に関連する部位のことだ。汚れている、という言い方を、罪深いという意味合いに直結させるべきではないことについては、前にも述べたとおりだ。いわゆる衛生面、または病気の類として特定できるとも限らないので、むしろこれは、性的な事柄を大事に考えておられる神の御心から出ていることとして受け止めるのが良い。忌避することが目的ではなく、尊重すべきだからこそ扱いを特別にしている。病人が面会謝絶にされるのは本人を保護するためであるのと似ている。聖書は性的なことについて厳しいが、それがどれほど大切なことかを指し示す扱い方だ。
 
 
レビ　16:1-5
　内側の聖所、一般に至聖所と呼ばれているが、ここはもともと大祭司だけが入れる場所だった。でも、その大祭司にしても、ただなんとなく出入りしてはいけないのだと告げられている。本来は、慣れ親しんだ方がいいのだが、そうすることで神への恐れを忘れてしまいやすいのが人間だからだ。神が告げる神聖とは、分離しておきたいというのが目的ではなくて、その大切さをよくよく教え示すためだ。十字架以降、隔たりは取り除かれている。だが、繰り返される聖餐式のように、その大事さを刻み込む取り組みは必要とされている。
 
 
レビ　16:6-22
　アザゼルというのは、自らの身代わりとして荒野に解き放つ儀式である。その動物に人々の罪を負わせるのだとされているので、自らの内から罪が取り除かれることを願う意識を表明するものだったのだろう。現実問題としては、動物に罪を負わせることはできないし、荒野に放てば罪も一緒に離れていくわけではない。だが、そういう願いを持つことは必要だし、神に祈り願うことも大事だ。神は罪深い者たちをそのまま受け入れてくださったが、そんな者たちをきよめるべく（エペソ5:26）御子を犠牲とされたのだから。これらの儀式が人を罪なきものにするのではなく、むしろ祈りの姿と重ね合わせたい。
 
 
レビ　16:23-34
　贖いに関する規定は、からだ、衣服など、様々な事柄について、細心の注意を払って対処するようにと定められている。儀式の類はどれもそうだが、これらを完全にやり遂げれば安全、というような話ではない。人のなすことに、そのような完全性はあり得ない。むしろこれらは、自らの、いや人間自身の至らなさをよくよく思い知りつつ、それでもなお神にあって確かでありたいとの願いをもって取り組んでいくための心がけにこそ影響するべきものだ。残念ながら後のユダヤ人は、その不完全さを補うべく、それぞれの規定をさらに細かく厳密にすることで対処しようとしたのだが。儀式はそれ自体の効力ではなく、あくまでも神による取り扱いを求めるものとして受け止めていく必要がある。
 
 
レビ　17:1-7
　ほふるという言葉は広く家畜などを殺す際に使われるが、ここでは食肉に加工する場合のことではなく、祭儀に使うために動物を殺した場合のことを言う。つまり、会見の天幕以外の場所で、動物のささげものをしてはいけない、という規定だ。他の神々への礼拝行為が混入することを防ぐためである。祭司立ち合いのもと、と制限しなければ、容易に崩れていく現実への対処だ。実際、王国時代にも人々は高き所を勝手に作っては祭儀行為をして、結局それが異教への傾倒につながっている。儀式という形ある部分であるだけになおさら、こういう警戒が必要となっている。今日の礼典も趣旨的には必ずしも会堂で、あるいは牧師がでなくても良いはずなのだが、あえて自制をかけているのは、同様の危険性への賢い対応と言えそうだ。
 
 
レビ　17:8-16
　在留異国人の行動に言及されている。血筋としてはイスラエル人ではないのだから、アブラハムという父祖の神とは関係がないとも言える。だが律法は同じ社会に暮らす者として、彼らもまた同じ神の前に立つ者であることを認めている。ユダヤ人でなければ、みたいな意識が広まってしまった後の時代とは、もともとの律法の意図は明らかに違う。神のもとに生きる人々、の対象ははるかに広く深いのだ。
 
 
レビ　18:1-5
　エジプトなど、当時のイスラエルからすればはるかに高度な文明を築いていた。カナンにしても、定住期のイスラエルからすれば、ずっと強大な民族にも見えただろう。だが、そういう魅力に誘われて彼らの生き方や心の姿勢を取り入れてしまうなら、神の前に生きる姿とは全く別のものになってしまう。このような教えから、他者をさげすむような感覚を持ってしまうこともあるが、それは全く逆だ。むしろ、魅力的だからこそ気をつけるようにとの戒めである。
 
 
レビ　18:6-20
　親族との結婚については、社会や時代によっていくぶんかの差異があるのは事実だ。近親者同時の結婚が認められている社会もあるし、アブラハムの妻であるサラにしても、異母兄・妹でもある。だが、ここでとがめられているのは、社会全体が承認している枠組みに沿った動きではなく、その場の欲望に押し流されるようにして関係を持つことの問題であろう。性的な事柄は人間関係・社会の基礎部分でもあるので、神はこの点から崩れていく危険性をご存じであるから、とりわけ重視しておられるのだ。
 
 
レビ　18:21-30
　モレクという神への信仰は、神が激しく、厳しく戒めているものだ。そこでは我が子を火で焼いてモレク神に捧げるという儀式が行われていた。このような忌まわしい行為を神は決して見逃しはしない。信仰の自由というけれど、信仰という名がつけば何をしても良いということではない。まことの神への信仰は、その行動そのものからして、まさにまっすぐ、誠実なものである。神の名を使って悪辣なことをするならば、十戒にも反する重罪と言わねばならない。
 
 
レビ　19:1-8
　様々な規定があり、分類化できるとも限らないので、ある程度の分量ごとに読んでいただき、気になることについてコメントする。ここには神に対する姿勢が語られているが、それらが大事である理由は自分たち自身が神の祝福の中にいられるため、である。戒律が厳しいとか不平はしばしばあるけれど、我が身を守るためでも、厳しいと言うのだろうか。歯を磨け、と口うるさく言われるのは嫌かもしれないが、虫歯になる方がもっと嫌だろうに。というふうに考え直したら、ものの見え方も大きく変わってくるのではないか。
 
 
レビ　19:9-15
　弱き人々を支え励ますようにとの教えが続いている。人はどうしても自己中心になりがちだ。それ以上の余裕がないのだという理由付けは、繰り返し耳にする。だが、弱い時に誰かに支えられることがなかったら、人は立ち続けることができないだろう。だとすれば多少無理をしてでもできる時には誰かを支えていく。あるいは害をもたらすようなことはしない。当たり前のようだが、人と人との関わりにおいてはごく基本部分。神は人と人とが和やかに暮らしていくことを望んでおられるのだ。
 
 
レビ　19:16-18
　争いは、何も火種がないのに起こるわけではない。誰かが悪意をもって攻撃をするからこそ、多くの人を巻き込んで傷つけ合う次第となる。むろん、人は完全ではないから、何ら悪意がないつもりでいても衝突することはある。だが、傷つける思いがなければ、きっとその衝突は最小限の被害で収束するだろう。相手が悪いという言い分はもう聞き飽きた。私たちは平和の神、和解の神の前にいるのだ。
 
 
レビ　19:19-23
　本来あるべき状態から外れてしまうことを、神は望まれない。この世界には神が造られた仕組みというものがあり、それを崩してしまったら全体の瓦解につながる。むろんその際、神の名をかたって自分の基準を押し付けてはいけない。あくまでも神の定められた枠組みである。しばしば、単なる強欲によって人を押さえつける人々がある。この違いをしっかり見極めることが、真実な意味での枠組みを大切に生きることへとつながるだろう。
 
 
レビ　19:23-25
　土地の収穫を自分のものにする前にしばらく待て、とある。彼らは他の民族が住んでいたカナンに入っていこうとしていた。その戦いはイスラエルの住む場所を確保するためのものではなく、別の理由があった。だからこそ、勝ち取ったイスラエルに対して、そのまま自分の利益にしてはいけないと命じられている。正義の戦争という言い方がしばしばなされる。もしそれが本心ならば、勝利を収めたときに、自分はそこから何一つ利益を得ないぞと覚悟を決められるだろうか。現代のイスラエルと古代のイスラエルとを同一視できないのは、このあたりの違いも大きな理由だ。
 
 
レビ　19:26-32
　いろいろ出ているが、霊媒・口寄せに頼ることへの戒めは現代的にも重要だ。神の言葉は、人のためを思ってのものであるけれど、霊媒・口寄せが人々を愛し、人々のために犠牲を払う覚悟で取り組んでいる、などという話は聞いたことがない。その直後に、白髪の老人について語られているのは大いに考えさせられる。そう、こういう経験を積んだ人々の知恵のほうが、霊媒のまやかしなどよりもはるかに意味がある。価値がある。それは、一つのいのちが神によって造られ、日々を歩んできた結果だからだ。それを軽視したまま、訳のわからない霊媒に頼るのは、つまりは、真の知恵ではなく自分の思いのままにしたいという自己中心の表れなのだ。
 
 
レビ　19:33-37
　立場の弱い人を虐げるな、ということである。在留異国人のことはそうだし、正しいはかりを使うのも同様だ。はかりの不正とは、こういうやり方である。穀物を貸し与えるとする。貸すときは、ますで何杯分、というふうに数える。で、返してもらうときには、前よりも大きなますを持ち出して、同じ杯だけ返してもらうということをする。10杯貸して、10杯返してもらったのだから同じだ、と言うのだ。こういうのを邪悪な偽りと言う。当時の一般庶民は、文字を読めるわけではないし、はかりも十分に扱えなかっただろう。その弱みにつけこんでの悪行である。この点については、旧約では何度も取り上げられていて、神が厳しく叱責していることを覚えておきたい。
 
 
レビ　20:1-5
　モレク信仰については、旧約の中でも特別に厳しい扱いが宣告されている。それは、この祭儀においては我が子をいけにえとして火にくべるということをしていたからだ。このような悪行は絶対に許さないと、神は厳命されている。信仰の自由という名目のもとで、誰かを傷つけている行為が曖昧に扱われることがある。それは絶対に許されない。神を侮ること以上に、神は激怒なさるのだ。
 
 
レビ　20:6-9
　霊媒の類が利用される目的の一つに、誰かを呪うためということがある。単に自らの未来への興味などではなく（それもまた我が身を破滅される欲求だが）、異質な力を使ってでも相手をひどい目に遭わせたいということだ。人の憎しみはどこまでも深まっていく。そして、全てを破壊し尽くすことにもなるのだ。そういう思いを助長するようなものは近づけるなというのは、大事な警告である。
 
 
レビ　20:10-21
　遺伝上の理由もあるだろうが、ようするに神は、結婚や性的関係については一定の基準を持っているのであって、それをずらしてしまうことは認められない、のである。神は人をそのようには造らなかったし、人は本来的に、この基準から外れた生き方はできないはずなのだ。神など関係ないと言い、どんな影響があっても関係ないと言うのであれば、それを説得はできないだろう。でも、少なくとも神をうやまい、神を大事にしているのであれば、この基準をないがしろにはできない。なお、21節は例外があって、兄弟が死んだ後でその未亡人を引き受けるという場合は積極的に評価されている。
 
 
レビ　20:22-27
　イスラエルに対するこのような語りかけを見ると、神はこの民を世界に新たな生き方を広げていくための出発点として意図されていたことがうかがい知れる。新たなと言ったが、真実は最も古く、根源的なものなのだけれど、人がそれを逸脱し、忘れ去っているので、人々の目には新しく見えるのだが。むろん、民が完全でないことは承知の上だ。それでも彼らの生き様がこの世界に呼びかけることになるのを求めた。あいにくイスラエルは失敗したが、神は今も信仰者たちにそれを望んでいる。
 
 
レビ　21:1-24
　祭司に対する規定は他の人々よりも厳しい。こういう定めに反発を感じる人もいるだろう。ただ、彼らが特別な立場であったことを考えるべきだ。旧約は王に対しても格別に厳しいけれど、それも彼らが特別であったためだ。昨今は平等ということのみが語られる。人間としての価値などについてはそれでいい。だが、他の人以上の重荷を背負う覚悟で立ち上がる人々がいなくては、この世界は成り立たないことも忘れてはなるまい。出よ、祭司たろうとする者よ、だろうか。もっとも祭司は世襲制だが。
 
 
レビ　22:1-9
　祭司に関する規定が厳格なのは、彼らが民族全体に神の恵みを広げるに当たって重要な役割を果たす存在だったからだ。彼らの課題は民全体に支障をもたらす。とは言え、その汚れは夕方、つまり日が変われば解消する。根本的な汚れ、失格などではないのだとされている。むろん、その内容によるだろうが。神は排除を意図しているのではなく、より良い状態を生み出すことを求めておられるのだと理解できる。
 
 
レビ　22:10-16
　祭司に関することだから、一般の人々にも厳しい規定が置かれている。だがこのことも同様に、比較的容易に解決できる。食べてはならないパンを食べた者は、1/5を足して弁償すれば赦される。してはならないという点は明確だけれど、ちゃんと回復の道も用意されている。しかも、難行苦行の道ではない。安易に考えてはいけない。でも、恐れすぎるのも神の意図を見誤ることになる。
 
 
レビ　22:17-25
　在留異国人に対して制限を加えようとしているのではない。これらの規定はイスラエル人にも同じように示されているものだ。むしろこういう規定は、アブラハムの子孫という民族には属さない在留異国人でも、同じように神を礼拝することができるのだと門を開いている、そういう意味合いのものだ。信仰に関することについて、人はしばしば人間的な差異（国籍、血筋、性別、身分など）によって区別し、差別を図りやすい。だが、神の意図はそうではない。もしその人が心から神を拝するつもりなら（細かい規定を守ろうとするのも神への熱心の現れ）、その真摯な頃を神は受け止められる。
 
 
レビ　22:26-33
　この意図は何か。親牛から子牛を引き離すのは忍びない、みたいな感傷は、当時のイスラエルでは考えにくい。畜産的な必要からか。母乳を出させる必要があるということか。畜産には詳しくないので、単なる推測だが。それとも、当時の周辺社会に何らかの風習があって、それとの違いを明確にするためか。様々な研究が進んでいるとは言え、3500年前の社会状況は全てを把握できているわけではない。ただ、当時の人々にはこの規定は理解できただろうし、なるほどと理解され得るものだったはずだ。そして、それに従うかどうか、つまりは神を尊重するのかどうかが、最も問われていることだ。
 
 
レビ　23:1-3
　神への例祭として最初に挙げられているのは安息日である。週に一度だから、最も身近なものであり、それだけに神との関わりや、自分の生き方の基軸がどこにあるのかが明らかになる、まさに基本部分と言える。安息日に関する細かい規定そのものは他のところで語られているが、後に続く年間の諸行事の前に、まずはここから整えていくのだということになる。過越よりも安息日、というのは、なかなかに刺激的な提示ではないか。
 
 
レビ　23:4-8
　安息日に続いて挙げられるのは過越の祭りだ。それは、エジプトからの脱出、つまりは神による救いということが、イスラエル民族にとって原点とも言える出来事だったからだ。これがなければ民としての存続もできなかったし、礼拝などもままならなかった。聖書の冒頭は「初めに神が天と地を創造した」であって、ここに人の原点があるのだけれど、罪に堕ちた者たちにとっては救いというもう一つの原点があってこそ先に進むこともできるのだ。
 
 
レビ　23:9-22
　次は収穫を与えてくださった神への感謝を表す祭りだ。神によってこそ日々生かしていただいているとの認識は、人が人として全うに生きていくためには欠かせないものである。それを忘れて自分の力だと思い上がる時、この世界は必ず混乱する。事細かな定めがあるが、そのくらい念入りに神への感謝を自らの心に刻み込むほうが良いのだ。合わせて、儀式だけでなく貧しい人への配慮ということによってもまた、与えられているものなのだという自覚を具体化するようにと諭されている。
 
 
レビ　23:23-25
　第七月とあるけれど、これは新年の祝いである。過越が神との関わりにおける出発点ならば、この世界における様々な営みの節目としての新年もまた重視されているのだ。今風に言えば12/31も1/1も同じ太陽が昇り同じように時間が過ぎていくだけだ、という考え方もあるけれど、聖書はもっと、この暮らしにおける節目というものに注目している。それは人があっけなく時間の流れに押し流され、ただ目の前のことに終始して人生を通り過ぎてしまうものであることに関連するように思う。確かに時間に人は勝てない。だが、その流れの中でなお、私たちは毅然として立つべきなのだ。
 
 
レビ　23:26-32
　贖罪の日。イスラエルの人々は皆、何らかの罪を犯した場合には、そのつど、罪のためのいけにえを捧げることが定められている。それによって罪の咎は解消されることになっている。だが、年に一度は全体のために、ということになっている。これは、個々人の捧げ物では不足、という意味ではない。むしろ、そうやってしっかり対処していない罪が必ずある、という認識が前提となっている。いい加減にしている場合もあるし、また、どれほど誠実にしているつもりでもなお抜け落ちているものがあるからだ。今日の私たちは、この点を案じなくても良い。個々の罪の処理を自らなすのではなく、罪ある者である私たちをキリストの贖いによって救ってくださっているのだから。むろん、だからのほほんとしていて良い、ということではない。
 
 
レビ　23:33-44
　仮庵の祭りは、イスラエルが荒野を旅したことを思い出させ、その間も守り支えてくださった神、いや、それ以前に、奴隷の日々から救い出してくださって、そこからの脱出のためにたどっている荒野の日々であることを思い出すためのものだ。大半の人たちは、幸いに移されて、これでもう安心としてしまう傾向が強いのだが、そこにあった苦労も、それを助け支えてくださった神の存在も、ちゃんと覚えていて、どれほど大変なところから救い出されたのかを心に刻むべきだろう。
 
 
レビ　24:1-9
　会見の幕屋には日課のようなものがあって、燭台の火をともすこと、パンを用意しておくこと、が命じられていた。ともしびは神の光を象徴するもので、神の栄光が幕屋にあり、イスラエルの民と共にあることを示していた。だから、油の補給を忘れて消してしまうなら、神の臨在を忘れているということになり、それが意図的だとすれば、神が共にいなくてもかまわないのだ、という意味合いになってしまう。パンは噛みに支えられて、生かされていることへの感謝の現れだから、これもまた、神の助けを必要としている自分たちであることを明示するものと言える。神のためではなく、むしろ人のためなのだ。
 
 
レビ　24:10-23
　神をのろう（神の助けを拒むわけで自ら命運を断つことになるのだが）ことの重大さを告げると共に、人は自らの行為について責任を負わねばならないことが宣告されている。同時に、その人の身分・立場と関係なく、こういった責任は誰でも同じように問われるということでもある。イスラエル人以外も、というのは、神が世界全体の主であるからだ。神は誰にでも祝福を与え、そして、誰にでもその責任を問う。なお、ここでイスラエルはどのような対処がふさわしいのかを神に問うまでは結論を出さなかったのは良い姿勢だ。自分たちの勝手な思いではなく神に聞く。むろん、このようにして指針が示されているのは、個々の事件についてそれぞれ特別な教えを請う必要はなくないということでもあるが。
 
 
レビ　25:1-7
　週に安息日が定められているように、安息年というものが定められている。土地を休ませるという農業技術の意味合いだとしたら、畑を順に休ませていくという方法も採れるし、そういう趣旨の可能性もあるが、この箇所の様子からすると、むしろ全面的に安息年は休ませるという意味なのだろう。収穫が禁じられているだけだから、畑の手入れはする。つまり労働そのものは減らない。容易ではない話だが、これは安息日と同様に、神こそが自分たちを養い育ててくださっていると信じることの現れである。神を信頼できるか、という問いかけになる。（イスラエルがこれを守ったかどうかは、聖書には記録がない）
 
 
レビ　25:8-17
　ヨベルの定めは実に意義深い。50年ごとに売買された土地は元の持ち主に返される。売り払ってしまったらもうおしまいではなく、やり直しの可能性があるのだ。いわば使用権の売買に近い。完全売却のほうが値段が高くなるかもしれないが、代々の土地を売ろうというのだ、切羽詰まった時に割の良い売却など難しいし、最長では50年分だから十分な資金にはなる。通常の暮らしをしている限りでは、これを越えるほどの借財はないだろうし。そしてこの規定は、土地は本来的に神のもの、人は神から託されているだけ、という理念も込められている。制度だけでなく、何よりもこの意識があれば、人はもっと誠実になれるのではないだろうか。土地に限らず、この生命も含めて、全てについて。
 
 
レビ　25:18-22
　マナについて、これと同じような約束が与えられていた。もっと古くはヨセフの時代、７年の豊作と７年の飢饉の話も思い出す。神は必ず守り支えてくださるから、今与えられているものをちゃんと大切に用いていくように。そうすれば慌てることはない。しかも９年目までだから、十分すぎる余裕を持って、である。神を信頼して誠実に暮らすか、それとも今がすべてと生きるか。神の定めは、この社会が安定して健康的に進んでいくための大事な指針となっている。
 
 
レビ　25:23-28
　買い戻しの権利は、何らかの事情で伝来の土地を売らざるを得なくなった場合でも、状況が回復すればすぐに取り戻せるようにという定めだ。買った側からすれば不利益ではあり、公平なやり方とは言えない。つまり、イスラエルでの土地売買はもともとからして救済策であって、経済的利得のためではないということになる。金に困った友人の土地を一時的にもらい受け、いつでも返せるようにと願っている友情を思い浮かべると、こういう規定が合致してくる。そして、儲け話に手を出したりせずに地道に働き、だます人もいなければ、この程度の融通手段で事足りるのだ。大金持ちは出てこないが、平穏な日々を皆が持ち得る社会だ。
 
 
レビ　25:29-34
　都市の中にある家についてだけは、買い戻しの権利もヨベルの定めも影響しないことになっていた。この類の場所は、伝来の土地を離れて暮らす人々のものであって、主の与えた土地に根ざして暮らす生き方を自ら放棄したのであるから、対象外とされる。それに、都市での暮らしは金銭を土台とするわけで、こうなるともはや、土地を保つだけでは意味をなさない。レビ人の町が例外とされるのは、彼らは相続地を持たず、町に住むことを初めから神によって定められていたからだ。これらの規定、今日の社会にそのまま当てはめることはできないが、何が良き暮らしかということについて考えるのに、良い材料になると思う。
 
 
レビ　25:35-46
　兄弟というのは、いわゆる肉親だけでなく、イスラエル人という同胞を含むものだ。その困窮を支えることは大事な役割であるとされている。肉親に関しては日本の法律にもその類の規定はあるのだから、同族としての意識を大事にすることが教えられていたイスラエル人は、自分のことだけでなく、互いのことを大切にする経済社会の形成が強く求められていたのだ。これらの規定に応じるためには、自らも安定した暮らしをしていることが鍵だろうが、日本で言えば昔の自作農だったら、ある程度この類のことは可能だったのではないか。そういう体力ある一般の人々が形成されているかどうかも、社会の価値を見極める一つの指標だろう。
 
 
レビ　25:47-55
　イスラエル社会に命じられた教えは、この町に暮らす在留異国人にも要求されていた。そこに暮らすことを選択した者には、これらに従う責任が伴うのだ。神は人々を大事に思っておられ、虐げられることを認めない。そういう神の心に基づいて暮らすことが、彼らにもまた命じられている。ただし、イスラエル人だからと言って、それら在留異国人に不利益をもたらしてまで優遇することはしない。経済的なことなど、ちゃんと支払うべきものは支払うことが必要で、無理難題を押し付けるのとは全く違う。
 
 
レビ　26:1-2
　偶像の禁止には二つの意味があり、他のものを神とするなということと、主なる神を礼拝するにしても自分たちの好き勝手な思いでするな、ということがある。前者はよくわかるだろうが、後者もまた深刻だ。というのは、人はしばしば神を自分の都合で左右し、あわよくば神を支配し、神を従わせようとする傾向があるからだ。人は神によって生かされ、神に従う存在であることが曖昧になる時、人は自らを神としていく。
 
 
レビ　26:3-13
　神の祝福が約束されている。神が人と関わっておられる最大の理由は、人を助け、人を祝福し、良いもので満たしたいから、である。使徒17章にもあるように、神は人の手で世話をしてもらう必要はなく、何不自由はない。だが、人の存在を喜び、共に生きることを幸いに思われるから、この関わりを切に求めておられる。この良き約束を大切に受け止めることこそ、人に問いかけられていることだ。旧約時代にも、神とは何者か、という問いがしばしばなされているけれど、この呼びかけにこそ神と人との関係の本質があることを忘れないでいたい。
 
 
レビ　26:14-33
　人が神による関わりを拒み、神を否み、神を捨てるとき、その結果がどれほど悲惨なものであるかが語られている。これは、神からの罰という意味もあるが、祝福の源である方を捨てたことによる当然の結末であることも思う。創世記でも、アダムたちが神を捨てた時、地はその祝福を失って悲惨な事態が生じることになった。忘れてはいけないのだが、神は人を嫌いだから罰するのではなく、人が思い通りにならないから罰するのでもない。神が用意なさっているのは祝福であり、人はそれを拒んだのだ。残念ながらイスラエルにおいて、この予告はやがてその通りになってしまった。
 
 
レビ　26:34-43
　イスラエルが追い払われた地が、安息を取り戻すのだということが語られている。罪に生きる人々がこの世界をどれほど破壊しているかということを思わせられる。人の存在が問題なのではない。人は本来、この世界の良き管理者として、その存在によってより良いものを生み出すはずのものである。だが、自分のことしか考えず、神を恐れることをやめて生きる時、この世界は崩されていく。今日、人類の力は自然界を大きく上回るようになって、その暴挙の影響がますます激しくなっていることを、私たちは思い知らされているはずだ。
 
 
レビ　26:44-46
　厳しい宣告がなされているのだが、その終わりのところで神は、思いも寄らない言葉を告げている。そう、人が自らの罪のゆえに苦しみ、滅び去ろうとしているそのときに、しかし神は約束を思い起こし、人々を助け出すというのである。神との契約を「従えば祝福、逆らえば罰」というふうに受け止めることが多いけれど、それは第一段階に過ぎない。神が人に対して持ってくださっている思いは、切に慕い求めるというものであるからこそ、壊滅したユダヤであってもなお、回復の道が用意されていたことを私たちは知っている。「ああもうだめだ」ではなく「神よ哀れんでください」と叫びたい。
 
 
レビ　27:1-8
　お金に換算された評価が年齢や性別で違っているけれど、これは差別とか不公平という話ではない。彼らはその評価額に応じた負担をしなければならないのだから、むしろ、それぞれの財力に見合うものにして真の意味での公平さを保つための規定だ。物事、単に「同一」にすれば平等が保たれるのではなく、良き意味での配慮や差異は必要になる。神の前に立つ者は、そのあたりも配慮せねばならない。
 
 
レビ　27:9-13
　誰かに誕生日のプレゼントをした後で、「やっぱりやめた、返して」とやるのは実に失礼なことだ。そんな思いを抱く人ですら、やれる可能性があるのは、自分よりも立場の弱い相手に対してだけのはずだ。つまり、力関係を利用して相手をおとしめていることになる。ではなぜ神に対して、いったん捧げたものを取り戻したりすることがあり得るのか。それは神を小馬鹿にした態度と同様と言える。もちろん、捧げた後で何かの必要が生ずることはある。それなら、友人に頼むようにして、「申し訳ないけれど、いったん返してくれ、存亡の危機なんだ」と願えばいい。友は喜んで返してくれるし、追加して支援してくれるだろうから。
 
 
レビ　27:13-15
　神に捧げるということは、その場の感情ではなく、ちゃんと考えて、よしと心を決めてするのが良い。それが神に対する真剣な姿勢でもある。そういうきちんとした態度での捧げ物であることを前提にすると、それでもなお取り消しにする必要が生じたという場合は、ちゃんと買い戻せ、ということになっていた。1/5はなかなかに大きいけれど、いわばそれは彼自身の神に対する真剣さ、彼がなした捧げ物が誠実なものであったことを評価する意味合いの数値でもある。このあたりの規定、現代にはそのまま適用はされないけれど、その精神、価値感覚は受け止めておきたい。
 
 
レビ　27:16-25
　ヨベルの年との兼ね合いで、神への捧げ物のことが語られている。ヨベルには人の手に渡った土地が元の持ち主に返るというのが一般原則だったからだ。それで、神への捧げ物についても、ヨベルまでの年数によって、その捧げ物の意味合いが変わってくる。このあたりをごまかして、残り一年なのに膨大な土地を捧げました、みたいな態度を取る可能性が懸念されていたからか。まあ、金持ちが大金を献金している姿についてイエスが、それは彼らにとっては些細なことだと指摘なさったことにもつながる。
 
 
レビ　27:21-25
　評価はヨベルで計算されるが、土地そのものはヨベルまでは買い戻しが可能、ヨベルが来れば祭司のものになって買い戻しは不可能、となる。24節の規定は、もともとの所有者でない人が神に捧げた場合には、ヨベルには最初の所有者に戻されるということだ。永遠に捧げるかどうかを決めるのは、もともとの所有者自身であるべきだからだ。このあたりも、なかなかに注意深く定められている。
 
 
レビ　27:26-27
　初子はもともとからして神のもの、であるからして、それを神に捧げるということはあり得ない。それでは捧げ物ではなく、強奪になってしまう。初子については、すでに規定がある。神に捧げ物をするつもりならば、自分の所有物の中からこそ、なされるべきなのだ。現代に置き換えるなら、かつて行った捧げ物を、後々まで何度も「私はこんなにした」と言うことか。他の人にではなく自分自身に対してのものであっても。それはただの自己満足に過ぎない。良きことをしたという事柄については、過ぎたことはしまい込んで、先に向かって進んだ方が良い。
 
 
レビ　27:28-29
　当時は、聖絶と言って、戦争などで戦利品にすることが可能なものについて、人が自分の所有物にしてはならないと定められていたものがあった。自分のものにしてはいけないのだから、当然、売買もありえるはずがない。そして、一連の話から言えば、それらを神に捧げます、という話も成り立たない。もともと自分のものではないのだから。サウル王がした行為が厳しく責められたのは、こんなところに関連する。
 
 
レビ　27:30-34
　神のものは神のものとし、それに自分の勝手な思いで手を出さないこと、と定められている。それらは神のもの、だからだ。もしもそこで人々が、自分は神を養ってあげているのだ、みたいなふうに考え出せば、神に差し出したものを取り替えたり、取りやめにしたりもいくらでも可能になる。だが、それらはすでに神のもの。私たちのものではなくなっていることを、しっかりとわきまえておきたい。これらの規定は、神をないがしろにしないこと、そしてまた自らの所有権について正しい感覚、理解を身につけるためにも大事な訓練となる。
 
 
レビ記終了
　昨日でレビ記が終わりました。事細かな規定が続いて、ちょっと疲れたでしょうか。でも、それぞれに神の御心は何か、どんな価値観がというようなことが力強く指し示されていたことに気づいていただけたなら。そして、これらの規定を前提とする社会に、この後、イスラエルの歴史が動いていることを覚えておいていただくことも必要でしょうね。
 
 
※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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